
～未来への懸け橋☆中原小建替えプロジェクト～ 

① 中原小学校建替検討委員会報告書 

なかこれ第８号 

「鷹南学園三鷹市立中原小学校建替事業基本プラン（案）」 

について意見交換を行いました 

７月31日、第８回検討委員会が開催されました。会のはじめに、前回の検討委員会及び第１回保護者・

地域説明会の振返りを行ったのち、「基本プラン（案）」について説明、意見交換を行いました。 

前回検討委員会で市が提示した「基本プラン（素案）」

に対して、検討委員会及び６月に開催した第１回保護者・

地域説明会のご参加者等からいただいたご意見を盛り込ん

で作成した「基本プラン（案）」は、素案の段階からの校

舎配置の検討や、近隣地域にお住まいの方への配慮を盛り

込み、各室の整備方針、平面のゾーニング案、概算事業費

など、より具体的に、今後の基本設計段階に向けた市の方

針を示したものとなります。 

この「基本プラン（案）」を元に、施設配置、事業の進め

方、プールのあり方など、検討委員からも多岐にわたる意見

が出され、意見交換を行いました。意見の一部を裏ページに

記載しておりますので、ぜひご確認ください。 

検討委員会と市は、今後、基本設計の段階においても意見

交換を行っていきます。 
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なかはらのこれから 

第８回検討委員会 次第 
 

１．前回の振り返り 

２．基本プラン（案）について 

  （１）「基本プラン（案）」の説明 

  （２）全体意見交換 

    （テーマ：「基本プラン（案）」について） 

３．事務連絡 

第９回検討委員会 

（令和７年12月頃） 
・事業に関する意見交換 

第10回検討委員会 

（令和８年２月頃） 

・設計内容について 

・事業に関する意見交換 

教育委員会より挨拶 

検討委員会スケジュール（予定） 

三鷹市ホームページをご覧ください 

～教育長あいさつ（抜粋）～ 
６月の保護者・地域説明会では、学校建替事業や新たな校舎配置等について、こ

れまで説明が不足していたことをご指摘いただきました。それを受け、現在、担

当者が近隣のお宅を個別に訪問し、ご家庭によって異なる懸念点等を伺いなが

ら、一つ一つ対応を進めているところです。今後近隣住環境にどういった配慮が

できるのかを考え、丁寧に対応していくことはお約束させていただきました。 

８月の保護者・地域説明会での意見もしっかり反映して基本プランを作っていく

とともに、具体的な基本設計に入っていく際も、受け止めた意見をどうやって具

体化していくかを考えてまいります。 

保護者・地域説明会でのご質問・ご意見及び市の回答につい

て、市ホームページに掲載していますので（第２回説明会に

ついては今後掲載予定）、ぜひご覧ください。 

      今後も事業の進ちょくに合わせて 

      情報を発信していきます。 

説明会の様子 



建替え事業の進め方や今後の流れについて確認しました 

・仮設校舎敷地は、既存敷地以外に確保できなかったのか。 

 →あおやぎ公園は制約が厳しく、仮設校舎建設ができないこと、また、農地をお借りする場合は、ご返却

時に地権者様に多大なるご迷惑をおかけする可能性が高いことから、適地を確保できませんでした。

市内で学校敷地内で建替えを行った事例があること、仮設校舎のボリュームを抑えることで安全な動

線確保や学校教育の継続が可能になることが確認できたことから、同一敷地内で建替えを行うこととし

ました。 

・今年度中に基本設計が始まるが、地域住民や検討委員が意見を言える場を設ける予定はあるか。 

 →設計段階に移行してからも、引き続き保護者・地域説明会や検討委員会を開催し、皆様からの意見を

設計内容に盛り込む予定です。 

・基本コンセプト『自分の「すき」を見つけられる場所』は、どのように反映されていくのか。 

 →基本プランの段階では、諸室のゾーニングなどのお示しにとどまっていますが、今後プロポーザルを

経て、コンセプト実現に向けた具体的な施設配置などを決定していきます。   

         ・防災拠点、避難所としての学校施設は、地域の人間にとっても大変関心が高い。  

          太陽光パネルの設置、蓄電設備の整備などができれば安心できる。 

 →基本プランにも、防災拠点としての機能強化に取り組み、太陽光発電の設置等を検討

する旨をしっかり記載しました。蓄電設備については、今後検討していきます。 …etc 

② 中原小学校建替検討委員会報告書 

学校施設への具体的な要望、検討事項も共有しました 

・配置案によって事業費に差が出るのは理解できるが、事業費だけで

なく、よりよい学校とするにはどの配置案が最も魅力的かというところ

を念頭に置いて検討を進めて欲しい。 

・地域と共有する、コモンズとしての学校として、地域の人がどのように

利用できるのか、具体的にイメージできるようにして欲しい。 

・近年は暑さによりプールに入れない日も多い。プールを楽しみにして

いる子どもも多いため、屋外プールにするとしても暑さ対策をし、プー

ルに入れる日を確保して欲しい。 

・プールを地域開放するに当たっては、水質の維持など、手間が増え

ると思う。誰が管理・運営するのかについても明確にして欲しい。 

・駐車場や駐輪場の場所を確保し、給食搬入等で車両が通る門と児童が

主に使う門は別にするなど、利用者の使い勝手と子どもたちの安全を両

立できる案を希望する。   …etc 
検討委員会の様子 

検討委員会の様子 

   【問合せ先】 

本事業に関するご意見等がござ
いましたら、ご連絡ください。 

三鷹市教育委員会総務課施設係 

電話：0422-29-9812（直通） 

Fax ：0422-43-0320 

Mail： ⇒ 

somu@city.mitaka.lg.jp 
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